
 
あやめ原こども園 

                     令和２年９月 

  

外に出ればまだまだ汗ばむ季節ではありますが、少しずつ心地よ 

い風が感じられるようになりました。  

プールも終わり、子どもたちは運動会に向けて、かけっこや団技 

など、たくましく元気に暑い中、頑張っています。 

こまめに水分補給を行い、子どもたちが無理なく参加できるように 

私たちも努めていきたいと思います。  

 

保育目標 

 ☆個々の健康状態を把握し、十分な休息がとれるようにする。 

 ☆自分の力を十分に発揮して、運動や遊びに取り組む。 

☆おねがい・おしらせ☆  

●前日や朝に体調の変化（発熱、腹痛、嘔吐等）がありましたら、 

必ず職員にお伝えください。   

●薬、お金は、必ず職員に手渡してください。 

●朝ごはんは必ず食べましょう。  

●9月は、絵本代金 2期（4か月分）の納入となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜

日 

行 事 

1 火 

 

日 

リハーサル１回目 

2 水 

 

 

 

3 木 体育館リハーサル 

 

 

 

 

 

4 金  

5 土  

6 日  

7 月 体操教室 

8 火 運動会くじ引き 

 9 水

金 

リハーサル２回目 

10 木 体操教室 

11 金 体育館前日準備 

12 土 運動会 

13 日  

14 月  

15 火 英語教室 

16 水 誕生会 

17 木 体操教室 

18 金  

19 土  

20 日  

21 月 敬老の日 

22 火 秋分の日 

23

水 

水 英語教室 

24 木 体操教室 

25 金 エコチャレンジ 

26 土  

27 日  

28 月

月 

 

29 火 英語教室 

30 

 

水 お便り配布 

 

 

               

９月園だより 

☆運動会について☆ 

〇リハーサル…１日（火）・９日（水） 体操服上・下を着用して 

 ２歳児～５歳児は水筒持参で８時４５分までに登園して下さい。 

〇くじ引き…８日（火）夕方お迎え時予定です。（場所取りの為） 

〇前日準備・場所取り…体育館に１８時集合でお願いします。 

※また別紙にて、詳細は随時ご確認下さい。よろしくお願い致します。 

    

 

☆子どものためと思って叱っても、心を傷つけてしまっては効果が 

マイナスに。叱ったあとのフォローがあれば子どもは見違えるように 

変わります。 
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心を傷つけない！ 

 「子どもを叱ったあとのフォロー」 

 

 

叱ることは、行動のケア、フォローは心のケアです。 

子どもへの愛情をしっかりと言葉と行動で示し、よりよい親子関係を 

築くための叱った後のフォローのポイントについてお伝えします。 

 
☆叱ったあとに親がやるべきこと Ｂｅｓｔ５ 

   👆これが大事！ 

   ①感情的になった時は、一旦その場を離れて冷静になる（冷静） 

   ②「怒鳴ってごめんね」の一言が子どもの素直な心を育む（反省） 

   ③子どもは安心できる環境でこそ素直になる（安心） 

   ④事実・感情・改善の３ステップでより良い行動へと導く（教育） 

   ⑤叱った分だけ「大好きよ」と愛情を言葉で伝えよう（愛情） 

 

👆ポイント！  

  ※心を傷つけず行動のみを正す「正しい叱り方」を知る。 

  ※叱ったあとの子どもの心をケアする「正しいフォロー」を知る。 

 

子どもを愛するからこそ叱るもの。子どもだけでなく、お母さんの心も

満たされるよう、叱った後こそ、今まで以上に愛情を伝えたいですね。 

 

～参考資料 PHPのびのび子育てより～ 


